










はじめに 

感覚的にみた場合,後期妊娠中毒症の頻度は減少していると思われるが,最近妊娠中毒症に

関する調査は行われていない。我が国における妊娠中毒症の実態を把握するためには,全国

的規模によるアンケート調査が必要である。しかるに,現在のところ妊娠中毒症の定義や分

類には多くの問題があることが指摘され,日本産科婦人科学会でも妊娠中毒症委員会を発

足させ,諸問題点の整理にあたっており,間もなく結諭に達するものと期待され観全国規模

のアンケート調査は妊娠中毒症委員会の結諭が出されて,それ以後に実施するのが妥当で

あろう。 

そこで,本年度は岡山大学医学部産婦人科教室における過去のデーターから,従来の日本産

婦人科学会の定義と分類に従って,妊娠中毒症の実態,その管理治療法,保健指導のあり方

について検討,考察を加えたので報告する。 

さて,妊娠中毒症に関与する問題は,第 1にハイリスク妊娠を如何に上手にスクリーニング

してできるだけ早期に妊娠中毒症妊婦を抽出するか,第 2 に選び出された妊娠中毒症妊婦

を如何に上手に管理,治療するか,第 3に妊婦の保健指導を如何に上手に行なって予防する

か,以上 3点に要約されるといっても過言ではない。このためには,体系化した妊婦管理が

重要であり,岡山大学産科における管理システムから解説したい。 


